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四谷大木戸
内藤新宿の新設
高井戸宿（上高井戸・下高井戸宿）
布田五宿（下布田・上布田・国領・下石原・
上石原宿）
府中宿
清水の立場
日野の渡し（万願寺の渡し）
日野宿
八王子宿（横山宿など 15宿で構成）
小仏の関

MAP A-3 甲州道中の整備

　　　　　内藤新宿▶
広重『名所江戸百景』　
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雨も上がり陽が差す絹の道
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雨も上がり陽が差す絹の道
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32 33
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雨も上がり陽が差す絹の道
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雨も上がり陽が差す絹の道
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　東京マガジンバンクには、多摩地域の人々の暮らし、文化、歴史等を扱った様々
な地域情報誌があります。講演会「江戸から東京へ ー多摩万華鏡ー」では、会
場の一角にこれらの地域情報誌を展示しご覧いただきました。
　また、専門的な雑誌に多摩地域に関する記事が掲載されることもあります。こ
こでは、散歩で訪れた「玉川上水」や「新田開発」に関する記事のうちいくつか
をご紹介します。
　是非ご来館いただき、豊かな雑誌の世界をお楽しみ下さい。

『たまら・び』21巻1号通巻94号（多摩情報メディア　2017.1）
　『たまら・び』は多摩地域の情報誌として多摩の魅力を発信している雑誌です。
毎号一つの特集を組むとともに、多摩地域の市町村を一つ取り上げて、住んでい
る人にも、まだ知らない人にもまちの魅力を再発見してもらう「まちの楽しみ方」
を提案しています。
　この号では特集を「まちの酒場、まちの地酒。」と題して味のあるお店や多摩地
域の銘酒を紹介しています。「多摩を歩く　秋」で訪れた田村酒造も掲載されてい
ます。
　雑誌を読んで気になるお店に出かけてみるのも「多摩を歩く　秋」の復習にな
るかもしれません。

『多摩のあゆみ』4号  ( たましん地域文化財団　1976.8)　 
「特集　玉川上水」　巻頭～ p.51
『多摩のあゆみ』34号（たましん地域文化財団　1984.2）
「特集　玉川上水　そのⅡ」　巻頭～ p.58

　今回の地域散歩では、羽村堰や玉川兄弟像等、玉川上水に関連する場所を多く
訪れました。雑誌『多摩のあゆみ』4号と34号では、玉川上水を特集し、計17点
の記事が収録されています。記事の切り口は様々で、運河計画、開削工事の様子、
明治時代の新聞記事から考察したもの等、多岐に渡っています。興味のある記事
をぜひ多摩図書館でご覧ください。

『学芸地理』 63号  ( 東京学芸大学地理学会　2008.12) 
「武蔵野国多摩郡小川新田における開発目的の時代差」p.1-11

　小川村は、小川九郎兵衛によってだけでなく、2度にわたって新田開発がなされ
ています。この雑誌記事では、初期の開発、中期の開発がどのようなものであっ
たか、古文書を引用しながら解説されています。また、それぞれの時期の小川村
を「運送」と「土地生産力」という2つの面から対比することで、村の発展、役割
の変化についても言及しています。ご興味のある方は、一度ご覧になってみてく
ださい。

『多摩のあゆみ』第23号  （たましん地域文化財団　1981.5）
「特集　八王子千人同心」

　八王子千人同心は、八王子及び周辺地域に居住した江戸幕府直属の郷士集団で
す。日光勤番、江戸火消役などの警備役を担うのみならず、特に江戸時代後期に
は組頭の中から地域文化の発展に尽くす文化人を輩出しました。
　この特集号では、千人同心成立の経緯、月番制度の実態、同心生活の様相など
のほか幕末の蝦夷地移住、明治期復族復禄運動など徳川政権成立から明治に至る
三百余年の間に変質を遂げていった八王子同心の生活と気概がうかがわれる論考
が掲載されています。

もっと詳しく知りたいときは
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【東京マガジンバンクカレッジ】
　「東京マガジンバンクカレッジ」は、「雑誌の
魅力を知る・創る・伝える」というコンセプト
のもとに、「雑誌総合」「鉄道」「多摩」の 3 つ
のセクションがそれぞれ又は合同でワーク
ショップ、セミナー等を継続的に行い、雑誌を
仲立ちとする学びと交流の拠点を作り上げるこ
とを目指す活動です。

池田　雅子
Y.O
河西　裕
上岡　和江
小林　圭介
ケンケン
土竜
工藤　麻衣子
K.H

伴　勝広
鷹野　みちよ
土屋　憲一
K.T
吉田　節子
吉田　眞
竹村　紀雄
松崎　克彦
M

執筆者一覧

【東京マガジンバンクカレッジパートナー】
　東京マガジンバンクカレッジは、参加していただくだけでなく、図書館職員と協力して
イベントを作り上げていく方を求めています。その役割を担うのがパートナーです。
　パートナーに登録していただくと、カレッジのイベントや雑誌に関する情報をメールマ
ガジンでお知らせします。イベントの申込みはどなたでもできますが、応募者が定員を超
えて抽選になったとき、一定の範囲でパートナーを優先いたします。

　パートナーの方には、講演会におけるマガジ
ントーク、企画展示で展示するおすすめ雑誌や
メッセージをお願いすることもあります。そし
て、将来的にはパートナー自身が主体的にイベ
ントの企画立案から実施までを行うことを目指
しています。
＊パートナーには団体パートナーと個人パート
ナーがありますが、ここでは個人パートナー
について説明しています。

【パートナーになるには？】
　パートナーになってみようと思われる方は、「パートナー申請書送付希望」とお書きい
ただき、下記宛メールをお送りください。折り返し申請書フォームをお送りします。申請
書に必要事項を御記入いただき再度送信してください。
　その後、登録を承認した方にはメールで通知します。通知を受け取られたら、パートナー
としての活動が始まります！
　なお、メールアドレスをお持ちでない方は、お電話で御相談ください。
　是非パートナーに御登録いただき、一緒に東京マガジンバンクカレッジを作り上げてい
きましょう。
連絡先　Email：S9000044@section.metro.tokyo.jp
　　　　電話：042-359-4020

雑誌をつくるワークショップ 

パートナーによるマガジントーク
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